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 近年、従来の化石燃料に代わるクリーンなエネルギーとして水素エネルギーが注目されて

おり、水素濃度の監視や漏洩を検知できる水素ガスセンサーの需要が高まっている。水素ガ

スセンサーの実用化においては、共存するガスの中で水素ガスのみを選択的に検知できるこ

とや、高温湿耐性、高濃度水素暴露耐性、低消費電力など、使用状況によって異なる様々な

仕様要求があり、これらを満たす、新しい高感度で低消費電力を実現する水素ガスセンサー

の開発が望まれている。[1] 実用化されている多くの水素ガスセンサーには、400°C以上に加熱

する必要があるため消費電力が大きいという課題がある。[2] 

そこで近年、金属との反応を利用したセンサーが注目されている。その中でもパラジウム

を用いた水素ガスセンサーは、パラジウムの水素貯蔵によって、パラジウムが膨張すること

に伴い、電気抵抗率が変化するという原理を用いている。従来の水素ガスセンサーと比較し

て、低温(100°C程度)での動作が可能であること、検知できる水素濃度の範囲が広いことから、

パラジウムを用いた水素ガスセンサーの実用化に向けた研究が進められている。[3] 

我々はこれまでに電子線リソグラフィ(EBL)を用いて線幅 10nm の白金ナノワイヤによる

ギャップ長 6nm のナノギャップ電極を作製する技術を確立し[4]、セリア(CeO2)薄膜と組み合

わせることにより、高速、高感度なナノギャップガスセンサーを報告してきた。 

 今回我々は、EBL によるナノワイヤ作製技術を用い、SiO2/Si 基板上にパラジウムナノワイ

ヤー水素ガスセンサーを作製した。ワイヤ長は、0.7mm、7mm、14mm、21mm とした。室温

で濃度 1%の水素ガスを導入した際のガスセンサーの応答特性を測定し、抵抗値変化、応答回

復速度のワイヤ長依存性を検討した。 
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